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○ 元場長 桜 井 基 博 氏

釧路市文化賞授賞のご紹介

○ 今年の遺東沖マイワシ漁の特徴

○ 白糠沖のヤナギグコ増養殖造成手業調査

○ 北海道立釧路水産試験場職員名簿

○ 離着任の御挨拶
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北海道立釧路水産試験場



十一月
三
日
文
化
の
日
に
当
り
'
桜
井
元
場
長
が

釧
路
市
文
化
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
'
新
聞

テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
'
皆
様
方
も

よ
-
ご
存
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
､
こ
こ
に
改
め
て
ご
紹
介
い

た
し

ま
す
｡

同
氏
は
明
治
四
十
三
年

一
月
十
五
日
､
函
館
市
に

生
れ
'
昭
和
八
年
北
海
道
帝
国
大
学
附
属
水
産
専
門

部

(現
在
の
北
海
道
大
学
水
産
学
部
)
を
卒
業
さ
れ

井

基

博

氏

化
賞
授
寮
の
ご
紹
介

結

城

了

伍

直
ち
に
北
海
道
鮭
綿
肺
化
場
に
勤
務
'
十
四
年
に
北

海
道
水
産
試
験
場

(余
市
町
)
に
移
ら
れ
'
二
十
四

年
に
は
同
釧
路
支
場
長
に
L)栄
転
さ
れ
ま
し
た
O
三

十
九
年
の
機
構
改
革
に
よ
り
､
北
海
道
立
釧
路
水
産

試
願
場
の
初
代
場
長
に
就
任
さ
れ
'
四
十
二
年
に
場

長
を
や
め
ら
れ
た
あ
と
も
'
特
別
研
究
員
と
し
て
四

十
四
年
ま
で
'
道
東
海
域
の
漁
業
資
源
な
ど
幅
広
い

研
究
を
な
さ
れ
た
あ
と
t
E
I十
四
年
よ
り
社
団
法
人

釧
路
水
産
協
会
参
与
'
翌
年
常
務
理
事
に
就
任
､

五
十
年
に
は
同
専
務
に
な
ら
れ
､
水
産
業
界
の
ご
指

導
と
良
き
相
談
役
と
し
て
'
誠
心
誠
意
た
だ
ひ
た
す

ら
漁
業
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
｡
昨
年
よ
り

同
協
会
の
参
与
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
'
今
日
な
お
業

界
の
艮
き
相
談
相
手
で
あ
り
'
費
重
な
助
笥
者
で
も

あ
る
次
第
で
す
O
ま
た
'
こ
の
他
に
釧
路
市
の
公
害

帯
議
会
､
博
物
館
な
ど
の
委

員
と
し
て
ご
活
躍
し
て

お
り
ま
す
｡

同
氏
が
釧
路
市
に
こ
ら
れ
て
三
十
余
年
に
な
り
ま

す
が
'
そ
の
間
永
年
に
わ
た
り
沿
岸
の
重
要
な
漁
業

資
源
の
維
持
培
饗
に
開
す
ろ
調
査
研
究
に
努
力
さ
れ

t
る
と
と
も
に
'
業
界
の
ご
指
導
'
技
術
の
普
及
に
努

め
ら
れ
た
他
に
'
道
東
海
域
の
漁
海
況
予
報
の
基
礎

づ
く
り
を
さ
れ
る
と
と
も
に
'
速
や
か
に
漁
菜
者
に

広
報
さ
れ
'
漁
菜
生
産
に
大
き
-
貢
献
さ
れ
ま
し
た
｡

特
に
､
昭
和
二
十
九
年
に
は
現
在
の
北
洋
漁
菜
の

新
魚
田
開
発
の
た
め
'
南
千
島
海
域
の
底
曳
網
漁
英

の
開
拓
指
導
に
尽
力
さ
れ
t
tzI本
の
水
産
漁
業
の
発

展
振
興
に
大
き
-
寄
与
さ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
'
三
十

二
年
以
来

エ
ビ
桁
網
､
シ
シ
ャ
モ
桁
網
及
び
ス
ケ
ソ

刺
網
の
各
漁
業
に
閑
す
ろ
道
東
海
域
に
お
け
ろ
こ
れ

ら
漁
業
資
源
の
調
査
研
究
を
精
力
的
に
進
め
ら
れ
'

氏
原
の
維
持
培
糞
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
'
漁
船

漁
業
の
実
践
的
ご
指
導
に
横
極
的
に
尽
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
れ
ら
の
永
年
に
わ
た
る
業
横
は
極
め
て
高
-
評
価

さ

れ
て
い
る
こ
と
は
'
衆
知
の
と
こ
ろ
で
す
｡

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ

っ
て
､
水
産

庁
長
官
始
め
'

海
上
保
安
部
長
'
北
海
通
知
弔
､
釧
路
市
長
及
び
各

様
水
産
団
体
な
ど
か
ら
表
彰
状
や
感
謝
状
を
数
多
-

受
け
ら
れ
て
お
り
､
釧
路
市
の
文
化
の
振
興
に
大
き

-
貢
献
さ
れ
ま
し
た
の
で
'
こ
の
た
び
の
投

首
と
相

成
っ
た
次
第
で
す
O

授
貰
式
は
釧
路
市
商
工
会
館

に
市
円
在
住
の
朗
係

者
三
百
余
名
が
参
列
し
て
､
盛
大
厳
粛
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
｡
引
き
つ
づ
き
祝
班
会
で
は
華
子
夫
人
と
も

ど
も
多
-
の
友
人
'
後
聾
者
か
ら
祝
福
さ
れ
た
次
第

で
す
｡



今
年

の
道
東
沖

マ
イ
ワ
シ
漁
の
特
徴

･

漁
業

資

源

部

七
月

1
日
か
ら
始
ま
っ
た
道
東
沖
の
沖
合
施
網
に

ょ
る
マ
イ
ワ
シ
漁
は

一
〇
月
三

-
日
で
終
油
と
な
っ

た
が
'
総
机
接
収
は
例
年
同
様
二
四
力
続
の
撰
文
で

五
五
万
ト
ン
で
あ
る
｡
こ
の
丑
は
､
前
年
同
朋
の
八

九
%
で
予
想

を
若
干
下
回

っ
た
が
'
漁
況
の
特
徴
は

次
の
巡
り
で
あ
る
｡

I
.
漁
捕
物
の
年
令
岬
成
は
'
漁
獲
EW
の
多
い
塀
に

髄
べ
る
と
三
才
魚

二
一才
魚

四
才
魚

･
当
才
魚

で
'
昨
年
串
に
生
ま
れ
た

1
才
魚
は
'
発
生
丑
が

比
較
的
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
釆
道
長
が

極
め
て
少
な
か
っ
た
｡

I
才
魚
が
こ
の
よ
う
に
少

な
い
の
は
マ
イ
ワ
シ
主
体
に
変

っ
た
五

1
年
以
降

始
め
て
の
現
象
で
あ
る
｡

二
'
初
漁
以
来
九
月
末
ま
で
の
漁
獲
虫
は
'
前
年
並

み
か
そ
れ
を
や
や
上
回
っ
て
い
た
が
､

一
〇
月
は

不
振
で
あ

っ
た
.
例
年
､
漁
期
後
半
の
主
群
は
'

一
才
魚
と
二
才
魚
で
あ
る
が
'
今
年
は

一
才
魚
の

来
遊
丑
が
非
常
に
少
な
い
た
め
'

1
0
月
の
漁
獲

が
伸
び
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

三
､
主
漁
場
は
'
広
尾
か
ら
大
津
と
大
P
f砧
か
ら
落

石
の
沿
岸
部
に
形
成
さ
れ
た
が
'
漁
場
範
朗
は
前

年
よ
り
も
挟
か

っ
た
｡

白
糠
沖
の
ヤ
ナ
ギ
グ
コ
増
養
殖
造
成
事
業
調
査

漁

業

資

源

部

i
t
は
じ
め
に

道
東
で
'
白
糠
の
タ
コ
と
言
え
ば
セ
ナ
ギ
ダ

コ
を

指
す
ほ
ど
白
糠
で
は
ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
の
生
産
が
多
い
｡

と
こ
ろ
が
昭
和
四
九
年
か
ら
タ
コ
の
漁
獲
丑
が
急

激
に
減

少
し
､
漁
実
経
営
に
困
窮
を
来
た
し
た
の
で

こ
の
タ
コ
氏
原
の
維
持
増
大
が
強
く
望
ま
れ
､
そ
の

●

● 対
策
と
し
て
人
工
産
卵
鵬
と
幼
稚
仔
保
育
場
を
造
成

す
ろ
こ
と
と
な
っ
た
｡

こ
の

事
票
を
進
め
る
に
当
り
'
釧
路
支
庁
水
産
課

釧
路

西
部
地
区
水
産
技
術
悼
及
拍
叫
所
な
ど
と
協
同

で
'
自
然
環
境
調
査
､
生
物
調
査
､
施
設
試
験
調
査

を
実
施
し
た
の
で
､
そ
れ
ら
の
調
査
結
箸

箱
介
す
ろ
｡

二
.
白
は
地
区
の
概
況

白
糠
地
区
は
農
林
水
産
芸
の

1
次
産
業
を
中
核
と

し
て
'
こ
れ
ら
地
場
資
源
を
清
川
し
た
水
産
加
工
'

木
村
品
な
ど
の
二
次
産
業
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が

基
幹
産
業
で
あ
る
政
文
は
､
五
二
年
よ
り
実
施
さ
れ

た
二
〇
〇
海
里
の
た
め
北
洋
や
沖
合
漁
場
が
制
約
を

受
け
'
沿
岸
k
(軒
の
維
持
増
大
を
は
か
る
こ
と
が
緊

急
な
戯
也
と
な
っ
L
J｡

白
糠
地
区
五
三
年
の
就
王
者
総
数
は
､
ヒ
'

一
五

八
人
で
'
そ
の
う
ち
漁
菜
箸
は
七
四
四
人
で

一
〇

･

四
%
を
占
め
る
｡
薄
茶
別
生
産
額
は
総
額
が
約
八
八

倍
円
で
'
そ
の
う
ち
漁
男
生
産
は
三
五
%
に
も
な
り

戯
林
某
や
第
二
次
'
耶
三
次
産
菜
よ
り
も
多
-
'
重

要
な
位
敬
を
占
め
て
い
る
｡
就
藁
者

一
人
当
り
の
平

均
生
産
街
は
約

一
二
三
万
円
で
あ
る
が
､
漁
業
は
サ

ケ
定
心
綱
の
水
揚
げ
が
影
守
し
て
坂
も
多
-
ド

)
五

万
円
で
あ
る
｡

次
ぎ
に
､
五
三
年
の
漁
業
生
産
は
放
血
で
五
､
七

七
五
ト
ン
､
金
蘭
で
二
二

倍
円
で
あ
る
｡
こ
の
う
ち

サ
ケ

･
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ･
シ
シ
十
モ

･
ケ
ガ
こ
の
合

計
金
額
は
全
仏
の
八
五
%
を
占
め
て
い
る
が
'
ヤ
ナ

ギ
ダ
コ
は
艮
源
が
回
復
し
た
の
で
赦
免
で
三
七
五
ト

ン
'
金
額
で
は
七
､
五
〇
〇
万
円

(
二

･
四
%
)
で

あ
る
｡

漁
菜
種
軒
別
の
経
営
体
数
は
'
カ
ニ
･
ス
ケ
ト
ウ

ダ
ラ

･
カ
レ
イ
な
ど
の
刺
網
漁
菜
が
全
体
の
三
二
%

}



●

を
占
め
て
い
る
が
'
タ
コ
空
釣
り
漁
菜
は
二
一

%､

で
単

一
独
文
と
し
て
は
億
も
多
い
｡
な
お
'
漁
船
規

快
は
大
寒
分
三
-
五
ー
ン
で
あ
る
.

三
'
訓

王

結

果

;

自
然
環
境
調
査

ア

海
岸
線
及
び
海
底

白
糠
町
管
内
の
海
岸
線
は
'
面
接
的
な
海
食
尾
海

岸
で
背
後
の
陸
域
は
白
糠
丘
陵
と
呼
ば
れ
ろ
標
高
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
-
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
性
山
地

で
'
海
岸
線
に
向
っ
て
梗
や
か
に
捺
芯
を
さ
け
て
い

ろ
｡海

底
形
状
は
'
海
底
勾
配
が
千
分
の
四
～
千
分
の

五
と
比
較
的
な
だ
ら
か
で
あ
る
｡
水
深
何
の
底
質
は

水
深
三
〇
-
四
五
メ
ー
ト
ル
付
近
で
は
岩
盤
又
は
僕

で
あ
り
'
水
深
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
細
粒
砂
で
砂
層

厚
は

一
-
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
｡

ィ
､
波
浪

･
流
況

五
〇
年
四
月
か
ら
五
二
年
三
月
ま
で
の
調
査
に
よ

る
と
月
別
最
高

･
最
低
の
波
高
は
､
二
月
が
五

･
五

メ
ー
ト
ル
､
七
月

I
･
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
｡

つ
ま

り
者
か
ら
夏
は
凪
が
多
-
'
軟
か
ら
冬
は
時
化
が
多

い
｡
鼓
の
方
向
は

雨
が
厄
･J)多
-
な
っ
て
い
る
｡

次
ぎ
に
潮
の
流
れ
は
'
五
二
年
七
月
-
九
月
の
粥

査
に
よ
る
と
'
釧
路
沖
か
ら
で
は
西
方

向
で
あ
ろ
が

庶
路
沖
か
ら
束

へ
の
反
流
も
み
ら
れ
る
｡

ウ
､
海

況

五
四
年
E
l月
か
ら

一
〇
月
ま
で
の
'
釧
路
か
ら
エ

-
モ
岬
沖
の
海
況
調
査

に
･Jt
る
と
'
表
面
水
温
は
四

月
が

1
度
位
､
六
月
は
気

温
が
大
き
-
彩
管
し
五
～

一
〇
度
'
八
月
に
入
る
と

兄

潮
系
水
の
発
達
で

-
五

-

一
七
度
､

一
〇
月
で
は

頼
朝
沿
岸
分
枝

の
発
達
に

よ
っ
て
降
温
し

二
二
度
と

な
っ
て
い
る
｡

次
ぎ
に
庇
層
水
温
は
'

四
月
と
六
月
は

一
度
-
≡

度
で
低
温
で
あ
る
が

､
八

月
と

一
〇
月
で
は
陸
側
が

高
温
､
沖
側
が
低
温
で
あ

る

(第

1
回
)
｡

口

生
物

的

査

ア

ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
幼

惟
仔
の
分
布

幼

･
推
仔
が
ど
こ
で
ど

の
よ
う
に
棲
ん
で
い

る
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

五
四
年
七
月
九
日
か
ら
'

二
四
日
ま
で
大
楽
毛
か
ら

音
別
沖
の
水
深

一
〇
米
か

ら
七
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
'

六

1
力
点
に
つ
い
て
標
本

採
集
用
の
小
型
庇
曳
網
で

額
査
し
た

(窮
二
図
)
｡

第 1図 54年書～秋の海況



そ
の
括
果
､
串

l
回
目

(
七
月
九
日

-
一
八
日
)

で
は
七
力
点
で
九
尾
採
処
さ
れ
た
｡
そ

の
う
ち
体
韮

押
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●

一
-
九
九
グ
ラ
ム
が
二
一鴇
'
二
〇
〇
-
六
九
九

グラ

ム
が
五
椙
'

一
､
0
0
0
グ
ラ

ム
台
が
一
足
で
あ
っ

た
｡耶

〓
回
目

(
ヒ
月

l
九
日

-
二
四
日
)
は
､
前
回

tq

1

水
深
三
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
で
ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
の
幼

･
舵

仔
が
操
車
さ
れ
た
こ
と
か
ら
､
大
楽
tA1)-
白
糠
沖
の

水
深
三
〇
メ
ー
ト
ル

梢
を
徹
底
的
に

明
恵
し
た
｡

そ
の
結
果
､

一
〇
力
点
で
二
二
尾
採
鎖
さ
れ
た
｡

!
そ
の
う
ち
休
正

一
-
九
九
グ
ラ
ム
が

一
六
尾
､

I
O

O
-
六
九
九
グ
ラ

ム
が
六
尾
で
あ
っ
た
｡

(窮

l
表

･

耶
三図
･
市
四
図

･
第
五
図
)

以
上
二
回
の
調
香
か
ら
ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
の
幼

･
推
仔

★ttZtIL l白t 言.亘 ' ■一一■

兼3図 十ナギタコ小型 (99gr以下 )の分布

tEJ8書イ 言 t■t I4一一&∴○再 ..一●一●｡., :I:.iJJf. l+

弗4図 十ナギyコ中型 (100-999gr)の分布

は
'
主
に
水
深
三
〇

メ
ー
ト

ル
付
近
に
多

い
と
考
え
ら
れ
た
｡

ま
た

一
-
四
グ
ラ

ム
の
牲
仔
が
八
尾
採

集
さ
れ
た
が
､
こ
れ

は
従
来
仮
説
し
て
い

た
冬
の
産
卵
群
に
由

来
L
t
春
か
ら
夏
頃

に
ふ
出
し
L
Jも
の
と

推
定
さ
れ
る
｡

イ

庶
棲
生
物
の

分

布

今
回
の
調
査
で
採

集
さ
れ
た
動
物
は
'

魚
類
六
五
梗
'
海
綿

動
物
三
梯
'
睦
扱
動

物
二
棲
､
E3
形
動
物

二
度
､
軟
仕
動
物
二

一
唖
､
節
足
動
物

一

七
横
'
嫌
皮
動
物
八

捜
'
原
票
動
物

一
棟

の
計

l
I
九
侍
で
あ



っ
た
が
'
比
較
的
多
-
出
現
し
た
｡
純
は
次
の
過
り
で
あ
る
｡

(魚
斯
以
外
の

分
布
第
六
図
)

魚

類

オ
ク
カ
ジ
カ

･
シ
ラ
-
カ
ジ
カ

･
オ

ニ
カ
ジ
カ

･
カ
ラ
フ
ト
カ
ジ

カ

･
シ
シ
ャ
モ

･
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
幼
魚

･
ソ
ウ

ハ
チ
ガ
レ
イ
幼
魚

押

Si

十●t

'ヽ ◆l

第6図 十ナギタコ大型 (1000gr以上)の分布

第6図 魚類以外の直接動物 (俸白種)の分布
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A

エ ビ頬 の分 布弗9図

海
繊
動
物

ヤ
ド
カ
-
カ
イ
メ
ン

膝
隅
動
物

イ
ソ
ギ
ン
チ

十
ク
日

･
サ
ン
.コ
臼

環
形
動
物

多
毛
環
虫
網

軟
休
動
物

ア
ヤ
ボ
ラ

･
エ
ゾ
シ
ワ
バ
イ

･
エ
ゾ
キ
リ
ガ
イ
ダ

マ
シ

･
ザ
ル
tiR

イ
料

節
足
動
物

エ

ビ
ジ
ヤ
コ

･
ク
ロ
ザ

コ
エ
ビ

･
ケ
ガ

二

･
ヤ
ド
カ
リ
吊

轍
皮
動
物

ヒ
ト
デ

･
フ
ジ
コ

ウ

庇
接
生
物
と
惟
ダ

コ
の
分
布

椎
ダ

コ
の
か
く
れ
塀
は
'
漁
選
者
か
ら
の
情
報
に
よ
ろ
と
'
ヤ
ド
カ
リ
カ
イ

メ
ン
や
貝
森
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
､
そ
れ
ら
の
分
布
立
を
み
る
と
白

襟
沖
か
ら
音
別
沖
の
水
深
三
〇
メ
ー
ト
ル
以
深
が
瓜
も
多
か

っ
た

(市
七
図
)
｡

ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
の
産
卵
水
深

は
四
〇
-
九
〇
メ
ー
ト
ル
位
な
の
で
､
ふ
出
し
た

推
仔
が
付
近
に
存
在
し
て
い
る
ヤ

ド
カ
-

カ
イ
メ
ン
や
貝
殻
を
唯

一
の
か
-
れ

切
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば
'
駒
述
の
水
深
脚
に
ま
と
ま

っ
た
分
布
が

あ
る
と
推
定
さ
れ
る
｡

エ

ヤ
ナ
ギ
ダ

コ
の
餌
の
分
布

ヤ
ナ
ギ
ダ

コ
は
餌
と
し
て
魚
類
や
エ
ビ
塀
を
多
-
利
用
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
の
で
'
そ
れ
ら
の
分
布
状
態
を
み
る
JJ
t
魚
類
で
は
'
水
深
二
〇
メ
ー

ト
ル
以
珠
に
シ
シ
ャ
モ
と
カ
レ
イ
幼
魚
､
三
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
カ
ジ

カ
･
カ

レ
イ
と
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
各
幼
魚
､
ま
た
白

棚
沖
の
五
〇
-
七
〇
メ
ー
ト
ル
に

カ
ジ
カ

カ
レ
イ
の
幼
魚
が
多
か

っ
た

(祈
八
図
)
｡

次
ぎ
に
エ
ビ
類
で
は
､
水
深

一
〇
･-
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
エ
ビ
ジ
十
コ
'
五

〇

メ
ー
ト
ル
以
深
に
ク
ロ
ザ
コ
エ
ビ

が
多か
っ
た

(耶
九
図
)
｡

総
じ
て
､
餌
と
し
て
の
魚
類
や
エ
ビ
類
が
位
も
多

い
の
は
白
襟
沖
か
ら
庶
蕗

沖
で
'
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
音
別
沖
の
水
深
三
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
で
あ
る
｡

臼

施
設
虎
壌
明
恵

ヤ
ナ
ギ
ダ

コ
は
'
海
底
の
古
タ
イ
ヤ
や
免
荷
な
ど
に
卵
を
産
み
つ
け
て
い
ろ

●●



●

こと
か
ら
､
産
卵
の
対
象
物
と
し
て
何
が
適
当

であ

るか
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
'
五
〇
年
'
五

一
年
､

五
二
年
の
三
カ
年
'
白
糠
沖
水
深
五
八
メ
ー
ト

ル
に

宙
型
素
焼
土
管

･
T
型
素
焼
土
管

･
タ
コ
帝

･
丸
タ

イ
ヤ

･
半
切
り
タ
イ
ヤ

･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク

な
ど
を
連
結
し
て
投
入
し
'
タ
コ
の
入
礁
状
況
を
調

査
し
た
｡

そ
の
結
果

(第
二
表
)
'
入
鮭
に
つ
い
て
三
カ
年

の
平
均
で
は
'
直
型
素
焼
土
管
と
タ
コ
箱
が
最
も
良

く
'
次
ぎ
に
T
型
素
焼
土
管
と
丸
タ
イ
ヤ
で
あ

っ
た
｡

入
礁
し
て
い
た
ヤ
ナ
ギ
ダ

コ
は
噸
八
四
%
碓

1
六
%

で
'
確
は
大
部
分
産
卵
済
み
で
あ

っ
L
J｡

な
お
､
産
卵
碇
の
円

･
外
面
を
み
る
と
､
梁
焼
土

管
と
コ
ン
ク
-
I
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
付
潜
物

が
殆
ん

ど
な
か
っ
た
が
､
タ
コ
箱
と
タ
イ
ヤ
に
は
フ
ジ
ツ
ボ

が
付
封
し
て
い
た
｡
ま
た
産
卵
礁
は
い
づ
れ
も

一
方

が
泥
で
ふ
さ
が
る
か
'
泥
が
入

っ
て
い
た
｡

四
'
ヤ
ナ
ギ
グ
n
の
生
態

従
来
の
知
見
や
今
回
の
調
査
な
ど
か
ら
ヤ
ナ
ギ
ダ

コ
の
生
態
を
整
理
す
る
と
'
概
略
は
次
の
過
り
で
あ

る
｡

卵

肋

卵
径
は

1
七

-
二
二
,～
リ
メ
ー
ト
ル

で
海
底
に
存
在

す
る
古

タ
イ
ヤ

･
魚
蒋

･

鉄
板

･
ヤ
カ
ン
の
中
に
す
き
間
な
-
産

み
つ
け
ら
れ
て

い
る
｡

第 2表 三ヶ年rBlのタコ入礁状況

推
仔
･幼
体
期

ふ
出
し
た
直
後
の
推
ダ

コ
は
全
長
二

50年 ･51年 ･52年の タコ入鮭状況 (産卵入礁率 )

産卵旺 年度 50 51 52 計 備 考

タ コ 箱 引 上 敷タコ入礁散 17箱(314蒋 8箱7帝 25tlOO ( )円は､産卵 のため入推 した礁数
タ コ 教 5箱 lo希 15
産卵入挺率 17,6 87.5 40%

戯 煉土管 引 上 敷 34 13 47
タコ入礁数 ll 9 20榊
タ コ 数 ll 9 20
庵卵入礁敬 26.4 69.0 42_5%

T型系統土管 引 上 敷 34 15 49タコ入樵数 7 6(5) 13029

タ コ 教権卵入礁数 720.6 1433.0 2124_3%

丸 タ イ ヤ 引 上 敷 36 36 15 87タコ入樵致 9 6 3 18(畑
タ コ 数 15 7 5 27
産卵入礁数 20,5 16.7 20_0 20,7%

半 切 タイ ヤ 引 上 敷作 29 6 35
タコ入級数タ コ 数 1i 11 2(2)2
産卵入低率 3.4 16.6 5.7%

60Kコンクリー トブ ロ ッ ク 引 上 敷 17 2 19(日

タコ入U.宅数 2 0 2
タ コ 数 2 0 2
産卵入倣数 5.9 0 5.2%

30K 引 上 敷作 61 17 2 80

コンクリートブ ロ ッ ク タコ人面,猛数タ コ 歎 11 11 00 22



成

仏

籾

O
-
三
〇
､･,
-
メ
ー
ト
ル
'
体
亜

〇
･

四
グ
ラ
ム
､
成
体
に
近
い
体
形
で

､
庶

壌
生
活
を
行
な
い
､
穐
ぼ
り
行
動
は
認

め
ら
れ
な
い
｡

交
接
は

1
0

-
T
二
月
'
水
深
九

0

-

1
0
0
メ

ー
ト
ル
の
砂
泥
質

で
行

な

わ
れ

､
交
接
の
終

っ
た
椎
は
沖
合
に
移

動
し
て
や
が
て
死
亡
す
る
｡
F
は
浅
み

に
移
動
し

1
～
五
月
頃
水
深
四
〇
-
九

〇
メ
ー
ト
ル
で
産
卵
L
t
産
卵

軌
は
六

〇
〇
-

一
'
二
〇
〇
校
で
あ
る
｡

五
'
お

わ

リ

に

以
上
の
額
査
結
果
を
基
鞍

に
し
て
､
白
糠
例
浜
の

距
岸

l
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
沖
に
五
五
年
と
五
六
年
の
二

カ
年
で
タ
ー
ト
ル
型
産
卵

畦
と
幼

･
維
仔
育
成
礁
の

投
入
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
｡
こ
れ
に
よ

っ
て
魚

艇
の
成
果
が
上
が
る
五
八
年
に
は
野
菜
前
の
七
〇
%

増
し
の
六
八
六
ト
ン
'
約
二
鮭
円
の
水
揚
げ
が
期
待

さ
れ
､
白
襟
で
ヤ
ナ
ギ
ダ

コ
を
漁
獲
す
る
漁
家
は
七

六
戸
で
あ
ろ
か
ら
､

一
漁
家
の
漁
凍
土
は
従
釆
の
五

F
ト
ン
か
ら
六

･
一
ト
ン
へ
､
金
額
も

一
五
〇
万
円

か
ら

-
八
九
万
円
に
脚
え
る
と
式
井
さ
れ
て

い
る
｡
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簿
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主

節

会
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独
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長

操
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長
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司
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員
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離
着

任

の
挨

拶

退

職

の

ご

挨

拶大

島

浩

こ

の
′
釧
路
水
洗
L
Jよ
り

一
に
は
毎
回
の
･Li
う
に

｢
何
か
点
い
て
く
れ
｣
と
い
う
こ
と
で
'
十
歎
uF

の
敏
文
を
載
せ
ま
し
た
が
'
今
回

は
じ
め
て
r
決

め
ら
れ
た
疎
名
J
で
最
後
の
原
稿
を
書
く
こ
と
に

な
り
ま
L
L
J｡

頼
り
み
ま
す
と
'
昭
和
十
九
年
六
月
に
､
余
市
の

水
産
定
額
場
で

｢
魚
眼
中
の
ピ
タ
.A,
,ノ
8t
｣
の
仕
事

を
行

っ
て
以
来
､
多
-
の
先
Z*
'
朋
友
と
共
に
飽
き

も
せ
ず
､
次
か
ら
次
へ
と
色
々
な
試
壌

･
研
究

･
調

査
な
ど
三
十
六
年
も
続
け
て
こ
ら
れ
た
も
の
だ
､
と

吾
れ
な
が
ら
感
心
し
て
い
る
次
第
で
す
｡

私
は

1
年
僅
で
す
が
'
海
軍
の
飛
行
料
予
備
士
官

と
し
て
禅
務
に
つ
き
'
敗
職
を
迎
え
ま
し
た
｡
こ
の

と
き
､
友
人
も
切
放
し
'
部
隊
長
の
M
少
佐
も

′
諸

君
を
特
攻
と
し
た
こ
と
を
詫
び
ろ
一
と
切
腹
さ
れ
ま

し
た
｡
私
の
す
る
こ
と
は
'
徹
底
的
に
破
康
さ
れ
た

日
本
と
､
飢
え
た
同
胞
の
中
で
t
LJ
れ
を
役
興
さ
せ

る
こ
と
が
背
任
だ
と
考
え
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
｡

そ
し
て
戦
に
放
け
た
の
も
､
こ

の
日
本
を
改
発
さ
せ

る
の
も
科
学
技
術
し
か
な
い
と
考
え
､
父
の
薦
め
で

水
産
試
験
場
に
勤
め
'
こ
の
目
的
を
達
し
よ
う
と
鋤

く
こ
と
に
な

っ
L
Jと
云
え
ま
す
｡

現
在
'
幸
に
日
本
国
民
の
努
力
に
よ
っ
て
荒
廃
し

た
日
本
は
再
建
さ
れ
'
飢
え
も
な
-
な
り
'
水
産
菜

も
'
世
界
の
海
へ
展
開
し
'
歴
史
上
最
も
繁
栄
し
た

経
済

･
科
学
技
術
は
世
界
の
人
々
か
ら
苗
-
評
価
さ

れ
て
お
り
ま
す
.
こ
の
三
十
余
年
間
は
'
私
の
水
式

の
三
十
余
年
間
な
の
で
す
｡
そ
し
て
'
私
は
'
ラ
ッ

キ
I
に
も
'
ニ
シ
ン
収
の
余
市
'
庇
曳
全
盛
の
惟
円
'

北
転
船

･
北
洋
全
盛
の
釧
路
と
､
最
も
準
か
な
水
揚

げ
地
で
勤
務
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡

し
か
し
'
こ
の
よ

う
な
物
質
的
な
発
展
自
体
､
余

り
に
急
激
で
多
く
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
ょ

う
｡
ま
た
科
学
技
術
の
生
産
､
豊
か
さ
を
求
め
る
あ

ま
り
に
多
-
の
矛
盾

(
た
と
え
ば
公
望
)
を
も
た
ら

し
て
お
り
ま
す
｡

今
後
の
若
い
研
究
者
の
皆
･rL,ん
'
生
産
者
の
万
と

と
も
に
'
今
後
の
命
鑑
は
､
私
共
の
時
代
の
よ
う
な

単
純
な
r
生
産
拡
大
に
よ
ろ
豊
か
さ
の
追
求

JI
と
は

云
え
な
い
で
し
ょ
う
｡
い
ろ
い
ろ
穀
か
し
い
課
題
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
'
〝
粒
界
の
海
洋
片
瀬
を
い
か

に
有
効
に
人
蔵
の
た
め
利

用
す
る
か
｡
〟

と
い
う
大

命
雌
の
た
め
に
､
廠
-
優
れ
た
日
本
､
そ
し
て
北
海

道
の
科
学
技
術
を
基

礎
と
し
て
､
の
び
の
び
と
試
験

研
究
そ
し
て
生
産
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
､

●●退
鞍
の
こ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
｡

い
ろ
い
ろ
'
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

離

釧
に

よ
せ

て

推
内
水
試
加
工
部
長

相

沢

悟

側
軸
二
十
四
年
釧
路
水
式
が
北
海
道
水
産
銭
験
韻

釧
路
支
S
と
し
て
開
設
さ
れ
る
と
同
時
に
私
は
水
式

入
り
を
致
し
ま
し
た
｡
そ
し
て
こ
の
た
び
初
め
て
の

転
勤
を
休
戦
し
て
何
か
と
途
惑
い
を
味
わ
っ
て
お
り

ま
す
｡

在
釧
中
を
思
い
起
し
て
み
ま
す
と
'
後
期
の
二
〇

〇
海
里
時
代
を
除
い
た
前
期
'
中
期
と
も
漁
薬
の
成

長
期
に
あ
り
'
こ
れ
に
対
応
し
て
加
工
兼
の
成
長
の

一
途
を
辿
っ
た
中
で
の
試
額
研
究
業
務
で
あ
り
ま

し
た
の
で
'
加
工
関
係
は
云
う
に
お
よ
は
ず
沿
岸
漁

業
関
係
市
町
村
に
係
る
問
題
も
課
鎚
と
し
て
色
々
な

仕
事
に
た
づ
さ
わ
っ
て
来
た
串
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出

さ
れ
る
と
共
に
'
こ
の
取
組
み
に
は
い
ず
れ
も
現
場

を
五
穀
研
究
の
接
点
と
し
て
､
と
ら
え
て
き
た
こ
と

も
あ
り
関
係
者
の
皆
様
と
は
深
い
か
か
り
合
い
を

も

ち
'

一
人

一
人
の
顔
が
目
に
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
す
｡

こ
う
し
た
･J
と
が
仕
軒
の
進
行
上
ま
た
自
分
の
研
鞍

上頴
に
有
意
集
で
あ
っ
た
と
思
い
出
さ
れ
て
い
ま
す
｡

こ
こ
に
新
め
て
'
仕
野
の
襲

T4を
与
え
て
下
さ
り
､
且



ま
た
御
協
力
賜

っ
た
皆
様
に
対
し
心
か
ら
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
｡

附
和
二
十
四
年
､
こ
の
年
は
釧
粘
沖
で
初
め
て
流

し
網
に
よ
る
大
井
の
触
媒
が
あ
り
､

一
方
で
は
サ
ン

マ
の
棒
受
柵
漁
菜
が
･Jt
う
や
-
本
格
化
の
兆
し
を
見

せ
い
わ
ゆ
る
回
併
任
の
浮
魚
が
釧
路
に
水
揚
げ
さ
れ

こ
れ
迄
の
庶
曳
漁
薬
と
相
ま

っ
て
道
東
漁
業
発
展
の

措

年
と
な
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
｡
そ
の
後
は
御

存
知
の
と
お
り
年
を
追
い
成
長

･
発
展
を
繰
り
返
し

て
荊
絡
市
を
中
心
と
し
た
石
碑
が
水
産
王
国
と
し
て

の
基
盤
形
成
が
な
さ
れ
て
行
-
駅
で
す
が
､
こ
の
間

決
し
て
安
泰
の
中
で
の
発
展
で
は
な
く
成
長
過
程
の

中
に
も
そ
れ
な
り
に
数
多
-
の
難
問
難
題
が
幾
多
横

た
わ
っ
て
居
た
こ
と
を
知

っ
て
お
り
ま
す
.
こ
れ
等

の
解
消
に
御
方
力

な
さ
れ
L
J関
係
の
向
き
に
は
敬
意

を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
｡

現
今
は
二
〇
〇
海
里
間
琵
'
魚
離
れ
等
成
長
期
の
後
並

症
的
間
髄
が
山
岡
し
て
厳
し
い
状
勢
に
は
あ
り
ま
す

が
過
去
に
実
践
し
て
来
た
勇
気
と
美
智
を
も

っ
て
必

ず
や
水
産
王
国
の
地
位
を
確
保
さ
れ
る
だ
ろ
う
こ
と

を
信
じ
て
お
-
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
し
て
み
ま
す
と
皆
様
の
御
好
意
'
御

指
導
こ
そ
受
け
乍
ら
､
何
の
役
に
も
立
た
な
か

っ
た

こ
と
を
お
わ
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
急
に
か
ら
れ

ま
す
｡
推
内
も
御
承
知
の
と
お
り
水
産
が
主
産
粟
で

あ
り
､
そ
う
し
た
意
味
で
は
北
海
道
は
ど
こ
で
も
同

じ
で
雲

量

っ
雲

に
苦

別
学

の
欝

f+
9

● む
く
い
る
た
め
柄
励
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
'
今
後
共
御
交
誼
賜
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
｡

転

任

の
ご

挨

拶

推
内
水
拭
増
殖
部
長

満

濃

四
月
三
十
日
付
で
釧
路
水
封
か
ら
再
び
鮭
内
水
銭

へ
転
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡
五

1
年
八
月
か

ら
今
日
ま
で
､
公
私
に
わ
た
り
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご

厚
情
と
ご
指
尊
を
賜
わ
り
'
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
｡

四
年
約
､
三
十
数
年
振
り
に
近
東

に
戻
り
､
水
産

薬
の
発
展
し
た
姿
を
み
ま
し
て
キ
嘆

の
芦
を
あ
げ
る

の
み
で
し
た
｡
そ
の
直
後
'
世
の
中
は
大
き
く
変
り

二
〇
〇
海
里
時
代
に
入
り
ま
し
た
｡
こ
れ
に
対
処
す

べ
く
浅
海
見
原
の
網
査
に
夢
中
で
過
し
た
四
年
間
で

し
た
が
'
そ
の
間
に
皆
様
か
ら
多
-
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
頂
き
ま
し
た
｡
今
後
は
道
粟
で
学
び
ま
し
た
こ

と
を
道
北
で
の
仕
串
に
生
か
し
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
｡

一
層
の
ご
支
援
と
ご
糖
種
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
厨
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
｡

釧

路

を

離

れ

て

北
海
道
立
瓜
培
漁
業
打
合
セ
ン
タ
ー

総
務
課
長

原

信

義

鹿
部
に
赴
任
し
て
ま
だ

1
ケ
月
余
り
で
す
が
何
か

と
釧
路
で
の
生
活
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
｡
釧
路
水
式

で
の
七
年
間
'
皆
さ
ん
に
は
公
私
に
わ
た
り
本
当
に

お
牡
奈
に
な
り
紙
上
を
お
借
り
し
'
厚
-
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
｡

釧
路
の
追
憶
､
そ
れ
は
魚
の
街
'
技
が
国
に
お
い

て
八
戸
と
並
び
､
漁
獲
高

1
､
二
位
を
適
う
漁
票
基

地
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
L
t
ま
さ
に
そ
の
通
り
で

活
気
に
砧
る
港
に
は
目
を
札
は
る
も
の
が
あ
り
､
漁

獲
規
膜
の
大
き
さ
に
も
発
い
た
も
の
で
す
｡
さ
ら
に

漁
民
と
よ
坂
捷
関
と
が

l
体
と
な
り
'
漁
菜
の
発
展

に
苛
献
し
て
い
ろ
様
子
に
接
し
感
動
し
私
も
'
皆
さ

ん
の
そ
う
し
た
心
意
気
に
追
い
つ
こ
う
と
'
心
あ
ら

た
に
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
｡

釧
路
市
発
行
の
釧
路
新
船
に
よ
ろ
と
'
釧
路
市
の

開
基
は
明
治
三
年
で
す
が
'
そ
れ
よ
り
以
前
'
安
改

三
年
に
箱
館
が
陶
冶
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
'
帝
国

向
け
の
積
出
昆
布
の
生
産
の
集
荷
地
と
し
て
和
人
の

漁
夫
が
多
-
渡

っ
て
来
る
よ
う
に
な
り
､
こ
う
し
た

漁
夫
が
釧
路
の
海
岸
沿
い
に
住
居
を
設
け
'

又
､
番

屋
に
居
任
し
て
漁
業
に
従
申
し
た
こ
と
に
'
は
じ
ま

●

●

＼



●

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
｡
そ
れ
に
､
釧
路
地
方

には

多
く
の
地
下
安
野
や
森
林
資
源
'
幾
つ
も
の
河
川
が

あ
り
､
そ
れ
ら
の
開
拓
と
'
と
も
に
漁
菜
も
発
展
し

現
在
の
漁
業
基
地
に
至

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
｡

今
は
'
水
産
業
界
も
二
〇
〇
海
里
問
題
に
瑞
を
莞
し

て

l
段
と
さ
び
し
さ
を
増
し
'
北
海
道
沿
岸
漁
業
が

見
直
さ
れ
て
'
資
軒
の
管
理
'
資
源
の
管
理
､
資
源

の
培
養
等
が
云
々
さ
れ
ろ
昨
今
と
な
り
ま
し
た
｡

私
も
鹿
部
に
若
任
し
栽
培
漁
秦
推
進
の

一
助
と
し

て
の
セ
ン
タ
ー
の
研
究
状
況
を
じ
っ
-
り
IU
見
聞
す

る
に
つ
け
'
漁
業
と
研
究
俸
関
と
の
関
連
の
重
要
性

を
つ
-
づ
く
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
｡

私
は
直
接
'
研
究
に
は
た
づ
さ
わ
り
ま
せ
ん
が
研

究
員
の
､
皆
さ
ん
が
思
う
存
分
'
試
験
研
究
に
没
頭

出
来
る
･J15う
､
環
境
づ
-
り
に
微
力
な
が
ら
努
力
し

ま
た
各
水
式
と
も
協
力
し
合

っ
て
漁
菜
の
安
定
に
役

立
て
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
｡

鹿
部
も
時
折
'
窯
が
か
か
り
釧
路
の
秀
笛
が
鳴
り

つ
づ
け
'
覇
の
中
に
は
ん
や
り
と
浮
ぶ
'
ヌ
サ

マ
イ

橋
や
'
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
｡
長
い
間
の
､
皆
々
様
の
ご
厚
情
に
感
謝
い
た
し

ま
す
と
共
に
'
今
後
共
'
宜
し
-
ご
指
導
下
さ
ろ
よ

う
お
厨
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
｡

最
後
に
'
皆
々
様
の
ご
錘
故
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
-
い
た
し
､
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
｡

釧
路
水
試
を
去

っ
て

中
央
水
産
試
験
場
生
物
統
計
科
長

阿

部

晃

治

私
が
釧
路
を
去

っ
た
そ
の
日
は
､
二
-
三

日
前
に

か
か
っ
て
い
た
道
東
特
有
の
霧
も
晴
れ
'
串
若
に
映

る
灰
色
が
か
っ
た
原
野
と
青
い
海
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
成
し
出
す
風
景
が
釧
路
の
浅
さ
春
と
私
の
仕
事
の

未
完
成
を
憂
え
な
が
ら
も
'
私
に

1
つ
の
仕
事
の
終

蔦
を
告
げ
て
い
る
か
の
よ
う
な
日
で
あ
り
ま
し
た
｡

私
が
こ
の
海
にこ
初
め
て
接
し
た
の
は
十
九
年
前
の

大
学
生
の
頃
'
今
は
故
人
と
な
ら
れ
た
恩
師
の
小
林

脊
椎
先
生
に
従

っ
て
､
釧
路
に
魚
類
標
本
の
採
集
に

来
た
時
で
し
た
｡
晩
秋
の
荒
れ
た
海
'
そ
の
白
-
泡

立
っ
た
海
岸
線
の
み
が
､
北
の
海
の
厳
し
さ
を
象
徴

す
ろ
か
の
よ
う
に
､
何
故
か
今
も
な
お
'
私
の
脳
裏

に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
｡
し
か
し
'
こ
の

海
を
仕
事
場
と
し
て
'
こ
れ
か
ら
十
八
生
余
も
過
す
こ
と

に
な
ろ
う
と
は
'
そ
の
時
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
｡

昭
和
三
七
年
四
月
二
日
早
朝
'
夜
行
列
車
か
ら
降

り
た
私
は
'
余
市
町
の
あ
る
道
立
水
産
試
験
場
の
本

坊
か
ら
も
ら

っ
た
辞
令
巧
を
手
に
'
釧
路
支
坊
の
門

を
く
ぐ
り
ま
し
た
｡
恐
る
恐
ろ
止
さ
れ
た
支
場
長
室

に
於
け
る
桜
井
益
博
文
場
長
の
開
口

1
番
の
訓
示
は

｢
先
ず
船
に
乗
り
'
海
か
ら
学
べ
｣
と
の
よ
う
な
内

容
で
､
背
任
早
々
に
漁
船
に
乗
る
軒
に
な
り
ま
し
た
｡

最
初
に
乗

っ
た
の
は
'
耶
六
昭
盛
丸
と
い
う

1
0
ト

ン
未
満
の
小
型
え
び
桁
曳
網
漁
船
で
し
た
｡
船

は
深

●●夜
の
二
時
頃
に
出
港
'
海
上
は
恭
斉
で
多
少
ウ
ネ
リ

が
あ
ろ
程
度
で
し
た
が
､
完
全
に
船
酔
L
t
見
兼
ね

た
船
主
兼
船
長
の
池
田
兵
市
氏
が
､
早
め
に
輔
港
し

よ
う
と
親
切
に
言

っ
て
く
れ
た
糧
で
し
た
が
'
と
も

か
く
最
後
ま
で
頑
張

っ
た
こ
と
が
昨
日
の
･L15う
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
し
て
私
の
仕
事
は
ス
タ
ー
ト
'
専
門

分

野

は

一
貫
し
て
資
有
畑
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
'

同
時
に
多
数
の
沿
岸
性
の
甲
殻
類
や
底
魚
な
ど
を
受

け
持
た
わ
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
'
浅
学
非
才
の

私
に
と

っ
て
は
荷
が
韮
-
､
且

つ
'
次
々
と
や
っ
て

-
る
行
政
域
は
菜
界
絹
要
に
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
い

充
分
な
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
内
容
で
'
行
政
や
業

界
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ

と
が
残
念
に
思
わ
れ
て
な
り

ま
せ
ん
｡
し
か
し
､
忙

し
さ
故
に
得
ら
れ
た
チ
重
な
情
報
､
資
料
そ
し
て
人

間
関
係
は
'
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
於
い
て
も
得
難
さ

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
｡
こ
れ
ま
で
の
人
間

関
係
を
今
後
も
大
切
に
L
t
ま
た
得

ら
れ
た
資
料
な

ど
は

一
日
も
早
く
整
理
し
て
公
表
し
て
い
く
こ
と
が

社
会
に
対
す
る
私
の
責
任
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
｡

最
近
の
水
産
業
を
と
り
ま
-
諸
情
勢
は
益
々
産
薬

試
験
研
究
機
関
の
重
要
性
を
高
め
て
い
-
と
思
い
ま

す
｡
特
に
北
海
道
の
中
で
も
多
数
の
重
要
魚
族
安
原

閉
域
を
抱
え
て
い
ろ
釧
路
水
式
の
任
務
は
重
大
で
あ

り
ま
す
｡
地
域
水
式
の
任
務
と
役
割
を
果
せ
ろ
よ
う

に
諸
種
の
改
善
を
図
り
'
内
容
の
充
実
L
L
J指
導
が

可
能
な
'
漁
民
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
釧
路
水
式
と
な

っ
て
い
く
こ
と
を
切
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
｡



釧
路
水
試
を

離
れ
る
に
あ
た

っ
て

函
館
水
式
資
源
科
長

村

上

幸

一

釧
路
水
式
と
の
出
会
い
は
確
か
昭
和
三
十
六
年
六

月
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
.

当
時
'
学

生
で
あ
っ
た
私
は
北
洋
サ
ケ

･
マ
ス
の
実
習
航
海
の

た
め
中
継
基
地
で
あ
っ
た
釧
路
市
に
始
め
て
訪
れ
ま

し
た
｡

そ
の
時
'
お
世
話
に
な
っ
た
の
が
水
成
で

す
｡

今
で
こ
そ
昔
の
面
影
を
億
か
と
ど
め
る
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
'
そ
の
頃
久
寿
盟
橋
の

L
Jも
と
に
あ
っ
た
庁
舎
は
か
な
り
老
朽
化
し
て
い
て

階
段
を
昇
る
と
ギ
シ
ギ
シ
と
き
し
む
音
が
し
た
こ
と

を
お
は
え
て
お
り
ま
す
｡

よ
も
や
二
年
後
､
こ
こ

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
｡

EE
和
三
卜
八
年
四
月
'
社
会
人
と
し
て
再
び
釧
路

の
地
を
紡
む
こ
と
に
な
っ
た
私
に
は
二
年
前
と
は
違

っ
て
職
場
に
対
す
ろ
期
待
と
不
安
と
が
錯
綜
し
､
ま

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
｡

最
初
に
手
掛
け
た
の
は
沿
岸
旦
源
粥
査
で
十
ト
ン

未
満
の
柵
船
で
管
内
の
前
浜
に
お
じ
○
ま
を
L
t
大

変
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

あ
る
時
は
次
の

調
査
地
に
向
う
途
中
大
シ
ケ
は
み
ま
わ
れ
予
定
の
時

刻
を
過
ぎ
て
も
到
着
せ
ず
先
駆
諸
氏
を
大
変
は
ら
は

●

● ら
さ
せ
L
Jこ
と
が
あ
り
ま
し
た
｡
ま
た
､
厚
岸

ニ
シ

ン
が
沢
山
と
れ
て
い
た
年
代
で
-
あ
り
ま
し
た
の
で

リ
ュ
ッ
ク
を
せ
お
っ
て
サ
ン
プ
-
ン
グ
に
出
向
い
た

串
も
今
は
優
し
-
思
い
出
さ
れ
ま
す
｡

昭
和
三
十
九
年
'
水
式
の
機
構
改
革
に
と
も
な
っ

て
庁
舎
も

一
新
し
て
現
在
の
副
港
に
移
る
と
同
時
に

今
後
は
サ
ケ

･
マ
ス

･
サ
ン
マ

･
ス
ル
メ
イ
カ

･
マ

サ
バ
な
ど
回
遊
性
魚
叛
の
資
源
調
査
に
か
か
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
｡
周
知
の
よ
う
に
'
ど
の
魚
種
を

と
り
あ
げ
て
も
道
東
地
方
を
代
安
す
る
季
節
の
魚
で

す
の
で
'
そ
の
消
長
は
釧
路
市
の
経
折
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
も

っ
て
お
り
ま
し
た
｡
そ
れ
だ
け
に
薬
界

か
ら
は
絶
え
ず
や
源
の
動
向
や
漁
況
の
照
会
が
相
次

ぎ
大
変
忙
し
い
思
い
も
し
ま
L
L
Jが
'
浜
で
の
漁
英

者
皆
様
と
の
対
話
を
通
し
て
得
た
缶
重
な
見
料
や
情

報
､
そ
し
て
研
究
へ
の
刺
戟
'
こ
れ
ら
は
私
に
と
っ

て
生
匪
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
か
重
な
体
験
で
し

た
｡今

や
二
〇
〇
カ
イ
-
時
代
は
定
着
し
た
と
も
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
､
先
般
の
日
韓
漁
業
交
渉
､
あ
る

い
は
日
ソ

･
ソ
日
漁
業
交
渉
に
み
る
よ
う
に
豊
か
な

安
原
に
悠
ま
れ
た
本
道
は
鞘
に
そ
の
渦
中
に
あ
り
ま

す
L
t
さ
ら
に
吾
国
漁
其
の
再
偏
整
備
問
題
等
を
含

め
て
考
え
ま
す
と
今
後
と
も
益
々
そ
の
色
彩
を
強
よ

め
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
｡

そ
の
よ
う
な
時
'
試

験
研
究
機
関
の
架
す
べ
き
役
割
の
誼
さ
が

一
層
痛
感

さ
れ
ま
す
し
､
私
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
新
し
い

任
地
に
お
い
て
釧
路
在
勤
中
に
得
た
経
験
を
教
訓
に

し
て
努
力
い
た
す
所
存
で
お
り
ま
す
｡

皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
共

に
､

一
層
の
ご
指
串
'
ご
糖
種
を
お
廟
い
申
し
上
げ

ま
す
｡

着
任
の
ご
あ
い
さ

つ

加

工
市
長

北

林

透

八
戸
港
と
頼
合
し
て
漁
獲

水
場
日
本

一
を
頗
傍
す

る
釧
路
に
は
'
な
ん
と
な
い
慣
れ
を
抱
き
な
が
ら
陽

春
五
月
に
赴
任
し
て
き
ま
し
た
｡

な
に
ぶ
ん
､
前
任
地
推
内
は
二
百
カ
イ
リ
漁
糞
塊

制
に
よ
り
基
幹
と
な
ろ
ス
ケ
ト
ウ
タ
ラ
の
漁
獲
激
減

に
よ
っ
て
窒
息
し
た
よ
う
な
街
の
た
だ
ず
ま
い
で
あ

っ
た
だ
け
に
､
釧
路
に
移
住
し
て
'
漁
妾

･
産
炭

･

製
紙
､
三
面
の
産
業
構
造
で
形
成
さ
れ
る
こ
の
街
に

は
'
比
較
に
な
ら
な
い
活
気
と
共
に
焦
点
を
捉
え
き

れ
な
い
大
き
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
｡

着
任
以
来
庁
舎
前
面
の
副
港
に
は
､
銀
辞
を
光
ら

せ
た
サ
ケ
マ
ス
が
山
酌
み
さ
れ
る
壮
観
､
背
光
り
す

る
イ
ワ
シ
を
船
腹

一
杯
に
し
た
船
か
ら
間
断
な
-
ト

ラ
ッ
ク
に
机
み
移
さ
れ
る
岸
壁
に
漏
り
流
れ
る
イ
ワ

シ
の
血
と
脂
､
釧
路
な
ら
で
は
の
光
景
を
目
の
あ
た

り
に
し
て
き
ま
し
た
｡

●●



●

こ

の
E
l+
万
ト
ン
近
い
イ
ワ
シ
の
水
揚
げ
を
可
能

な
ら

し
め
た
加
工
背
負
と
し
て
の
･･,
-
ル
生
産
は
'

大
農
そ
し
て
完
全
処
理
の
能
力
の
面
に
お
い
て
之
に

匹
敵
す
る
何
物
も
有
り
ま
せ
ん
が
､
近
東

一
円
に
広

く
来
遊
L
t
加
工
適
性
を

一
蹴
し
え
な
い
イ
ワ
シ
の

有
機
的
な
加
工
処
理
を
今

1
度
洗
い
正
し
て
見
る
な

ど
'
地
域
の
加
工
生
産
に
如
何
に
役
立
つ
か
問
い
直

し
っ
つ
労
力
致
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
｡

何
分
よ
ろ
し
く
こ
教
示
ご
指
等
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
節
い
申
し
上
げ
､
併
せ
て
着
任
の
こ
挨
拶
と
致
し

ま
す
｡

着

任

の
ご

挨

拶

地
銀

J
J

表

谷

二
三
雄

函
館
女

声
ト
ラ
ピ
ス
ト
作
退
院
､
箱
館
戦
争
史
跡

の
あ
る
元
帳
細
'
商
館
-;
よ
り
眺
め
ら
れ
る
座
卓
の

月
し
い
晒
'
函
館
｡
こ
れ
が
私
の
生
れ
育
ち
そ
し
て

想
い
出
多
い
学
生
生
活
を
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
｡

馴
和
二
丘
年
四
月
函
取
水
権
式
戦
功
に
採
和
さ
れ

勤
務
し
二
十
三
年
間
良
き
先
紫
と
同
僚
に
恋

まれ
多

く
を
学
び
､
昭
和
四
十
ヒ
年

l
月
設
粧
さ
れ
た
栽
培

漁
玉
総
合
セ
ン
タ
ー
勤
務
と
な
り
'
新
設
の
部
局
で

い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
経
験
を
S
み
乍
ら
､
群
く
間
に

八
年
間
が
過
ぎ
上
り
'
本
年
五
月
十
日
付
で
釧
路
水

確
就
験
S
を
愈
ぜ
ら
れ
'
必
任
い
た
し
ま
し
た
｡

息~
え
は
､
今
日
ま
で
懲
ら
し
た
道
南
を
離
れ
る
の

が
糾
め
て
で
あ
り
'
転
勤
の
慌
し
さ
の
う
ち
に
別
れ

の
･51
さ
と
不
安
を
感
じ
っ
つ
'
水
産
都
市
釧
路
に
到

れ
C
人-
3:
的
に
も
有
名
な
窯
の
縞
'
幣
笥
席
を
池
り

す
は

らし
い
秋
晴
れ
空
を
眺
め
乍
ら
早
く
も
捷
過
し

た
糊
ハ
､
釧
指
の
漁
業
地
域
と
し
て
の
堆
大
さ
と
､

払
芙

他
怯
i;
の
t｡E･
災
溢
れ
る
活
動
に
接
し
'
水
嚢

の

屯
大
き
を

I
M
探
く
L
t
水
産
の
試
額
研
究
推
進
の

た
め
W
WJ
珊
;
と
協
力

一
致
尽
力
い
た
し
L
J-
思
っ

て
お
り
ま
す
'

何
卒
み
な
さ
ま
の
LJ旧
封
､
ご
糖
錘
の
ほ
ど
宜
し

く
お
捗
い
印
し
卜
げ
ま
す
｡

着

任

の

ご

挨

拶

脚
新
邸
魚
介
利
止

富

田

恭

司

五
月
に
十
七
年
間
勤
め
た
惟
内
水
紙
よ
り
釧
路
水

式
に
転
勤
を
命
ぜ
ら
れ
早
や
半
年
'
晋
の
こ
と
は
テ

レ
ビ
等
で
よ
-
聞
い
て
い
ま
し
た
が
'
実
際

に
捷
倹

す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
｡
今
年
は
例
年
に
な
-
甥

の
日
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
'
そ
れ
で
も
日
本

海
側
と
児
な
っ
た
渚
の
夏
に
戸
惑
い
'
秋
の
研
天
拭

き
に
心
浮
か
れ
'
ま
た
冬
の
F;
横
さ
が
細
い
と
聞
か

さ
れ
ホ
ッ
と
し
i3り
､
同
じ
北
海
退
で
も
そ
の
気
侯

の
速
い
に

熊
か
さ
れ
て
い
ま
す
｡

よ
う
や
-
三
支
庁
管
内
を

一
巡
し
て
.
日
本
海
と

●●界
な
っ
た
海
の
色
､
水
温
'
透
明
碇
'
海
藻
の
塵
等
'

如
何
に
も
生
産
力
が
市
い
と
懸
わ
れ
る
海
を
見
せ
て

い
た
だ
き
'
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
｡
今
ま
で
発

禁
の
少
な
い
と
云
わ
れ
て
い
る
日
本
海
を
中
心
に
仕

事
を
し
て
来
た
私
に
は
'
又
と
な
い
良
い
機
会
と
'

大
い
に
海
に
出
て
調
査
に
当

っ
て
い
ま
す
｡

早
く
近
東
の
気
侯
風
土
に
瓜
れ
'
漁
組
や
指
導
所

の
皆
様
と

一
体
と
な
っ
て
'
浅
海
生
物
の
増
殖
の
た

め
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
､

よ
ろ
し
く
お
甘
い
致
し
ま
す
｡

着

任

の
あ

い
さ

つ

加
工
部
加
工
杓
_E

西

紘

平

さ
る
五
月
十
六
日
付
け
で
余
市
の
中
央
水
洗
よ
り

当
加
工
布

へ
転
勤
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
｡
水
試
に
勤

務
す
る
よ
う
に
な
り
七
年
目
で
の
転
勤
で
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
し
て
は
適
当
な
頃
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お

り
ま
す
｡

さ

て

'

漁
菜
生
確
の
比
較
的
少
な
い
前
任
地
と
適

い
北
海
泊
'
い
や
円
本

E
の
漁
男
生
産
を
誇
る
当
地

の
実
絹
を
観
て
や
は
り
ど
の
方
も
感
す
ろ
所
で
あ
り

ま
し
ょ
う
が
､
そ
の
枚
快
の
み
な
ら
ず
'
魚
唖
､
魚

法
の
多
彩
さ
に
も
日
を
う
ば
わ
れ
ま
す
｡
私
の
助
合

E3痕

に
q
t}し
か
か
る
時
季
で
の
東
新
で
L
L
Jの
で
'

そ
の
感
さ
ら
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
｡
特
に
今
年



は
十
年
擬
り
と
か
の
イ
カ
の
大
漁
で
､
口
々
や
さ
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
｡

現
在
苛
任
し
て
す
で
に
六
ケ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
'
管
内
の
加
工
糞
便
の
実

･
円
梢
を

知
る
に
従

い
前
任
地
と
は
か
な
り
の
適
い
の
あ
る
の

に
正
面
な
所
や
や
と
ま
ど
い
を
感
じ
て
い
る
最
中
で

あ
り
ま
す
｡
又
今
迄
手
を
染
め
た
野
の
な
い
仕
軒
を

持
た
さ
れ

1
段
と
悩
み
多
き
､
京
の
ひ
き
締
る
思
い

で
お
り
ま
す
｡
･も
と
･J15り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
'

皆
様
の
お
力
添
え
で
何
ん
と
か
与
え
ら
れ
た
鞍
虜
を

全
う
す
べ
-
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
'
公
私
非
々
宜

し
-
お
節
い
申
し
上
げ
'
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
'

遅
い
着
任
の
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
｡着

任

に

当

っ

て

缶

掠

利
研
究
f
n

鳥

沢

雅

十
九
年
間
に
亘
る
学
生
生
活
と
訣
別
L
t
本
年
四

月

l
日
付
で
釧
路
水
産
血
額
堺
研
究
職
貝
と
し
て
社

会
人
の
第

-
少
を
少
み
始
め
ま
L
L
J｡

三
月
末
'
期
待
と
不
安
の
交
緒
す
る
中
で
函
館
か

ら
釧
路

へ
と
向
か
う
印
中
'
釧
路
も
目
前
と
い
う
大

楽
毛
近
く
の
川
辺
で

-
群
れ
の
野
性
の
エ
ゾ
シ
カ
遷

●

● が
遊
ぶ
光
景

に

遭
遇
し
､
幻
想
的
な
そ
の
光
景
が
'

そ
の
時
の
心

境

を
よ
り

一
周
板
紙
な
も
の
に
L
L
J
の

を
今
で
も
は

っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
｡

そ
れ
か
ら
は
'
何
が
何
や
ら
分
か
ら
ぬ
ま
ま
に
'

あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
過
ぎ
､
現
在
に
至

っ
て
居

り
ま
す
が
'
こ
の
短
い
期
間
に
実
際
の
漁
業
を
通
し

て
得
た
体
験
､

知
念
は
学
生
時
代
に
得
L
Jも
の
と
は

ま

っ
た
く
異
質
な
出
重
な
も
の
で
あ

っ
た
と
同
時
に

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
課
せ
ら
れ
L
J讃
任
の
韮
さ
を
強

く
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
｡

未
だ
何
も
知
ら
な
い
に
等
し
い
未
熟
者
で
す
が
'

微
力
な
が
ら
も
釧
鞄
の
水
産
糞

の
た
め
労
力
す
る
所

存
で
居
り
ま
す
の
で
'
皆
様
方
の
御
指
導
'
御
糖
漣

の
程
よ
ろ
し
-
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

氏 名 転 出 先

細 谷 幸 一 巾央水.筑総務部

原 信 戎 栽培漁菜総合センター総務Bf!提

相 沢 悟 惟円水洗加工部艮

柁 凍 〝 増殖部艮

阿 部 晃 栴 中央水式漁裳Pf帯部生物統計科長

村 上 幸 一 函館水点漁薬缶源部漁糞科長

退 職 梅 見

大 島 括 前 加 工 部 長
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凶
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◇

表
紙
の
写
真
は
今
年
十
月
四
日
に
千
代

の
浦

の
サ
ケ
定
置
網

(北
畠
哲
夫
氏
所
有
)
で
獲
れ
'

釧
路
東
部
漁
業
協
同
組
合
を
通
じ
提
供
頂
い
た
嘩

碓
同
体
の
シ
ロ
ザ
ケ

(
体
長
七
十
仇
)
の
生
殖
巣

で
す
｡

サ
ケ
の
雌
雄
同
体
は
過
去
に
数
列
見
て
お
り
ま

す
が
'
写
真
の
も
の
は
二
つ
の
精
巣
の
内
左
側
の

精
巣
の

一
部
が
-
び
れ
､
そ
の
隙
間
に
未
熟
な
卵

巣
が
付
若
し
て
い
た
も
の
で
非
常
に
珍
ら
し
い
例

で
す
｡

奇
形
魚
や
珍
ら
し
い
魚
貝
頬
の
出
現
動
向
が
そ

の
時
の
海
の
生
物
環
境
を
知
る
上
で
重
要
な
手
が

か
り
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡
今
後
と
も
珍
ら

し
い
魚
が
獲
れ
た
時
に
は
当
場
に
持
参
頂
き
た
く

お
ね
が
い
致
し
ま
す
｡

(
写
夷

･
文

鳥

沢

雅
)

◇

十

i
月
三
日
釧
路
市
文
化
賞
を
授
賞
さ
れ
ま

し
た

桜
井

元

場
長
の
ご
答
辞
に
､
こ
の
栄
誉

は
'
今
､
全
通
に
敵

っ
て
い
る
研
究
者

1
同
と
頒

ち
合
い
た
い
と
の
奥
碓
し
い
お
言
葉
が
含
ま
れ
て
お

-
ま
し
た
こ
と
を
お
伝
え
す
る
と
共
に
'
祝
意
を

表
し
ま
す
｡

◇

各
地
で
磯
焼
け
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
､

今
ま
で
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
道
東
で
-
磯
焼
け

が
進
行
し
て
お
り
､
対
策
が
急
が
れ
ま
す
｡
道
東
で

磯
焼
け
を
起
し
て
い
る
の
は
'
無
節
石
灰
藻
の
キ
タ

イ
シ
モ
と

エ
ゾ
イ
シ
ゴ

ロ
が
主
な
種
類
で
､
他
に
,～

ヤ
ベ
オ
コ
シ
も
多
-
見
ら
れ
ま
す
｡

◇

銅

錫

･
コ
バ
ル
ト
な
ど
の
重
金
属
イ
オ
ン
は

魚
介
藻
頬
は
勿
論
'
人
体
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
｡

特
に
コ
ン
プ
な
ど
の
藻
類
は
敏
感
に
反
応
し
ま
す
の

で
'
重
金
岡
イ
オ
ン
を
利
用
し
た
防
藻
剤
の
使
用
に

は
慎
重
を
期
し
た
い
も
の
で
す
｡

◇

こ

の
春
か
ら
の
人
事
移
動
で
当
水
式
で
は
十
三

人
の
人

々
が
入
れ
変
り
ま
し
た
の
で
､
ご
参
考
ま
で

に
職
員
名
簿
と
転
出
'
退
職
職
員
名
を
載
せ
ま
し
た
｡

◇

昭
和
E
]十
七
年
来
'
加
工
排
水
処
理
な
ど
に
清

純

さ
れ
ま

し
た
大
島

港

嗣
加
工
部
良
が
九
月
末

日
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
が
'
今
後
､
釧
路
市
水
産
加

工
糞
協
同
組
合
の
参
与
な
ど
の
立
場
で
釧
路
と
関
わ

り
を
も
た
れ
ま
す
｡

釧

給

水

訳

だ

よ

り

策

鵜
号

発
行
年
月
日

編
集
発
行
人

発

行

所

印

刷

所

昭
和
五
十
五
年
ト

1

月卜五
日

結

城

7

位

釧
路
市

浜
町
二
の
六

北
海
道

立
釧
路
水
産
試

験
場

釧

路

綜

合

印

刷

株

式
会

社
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